
事業番号 - - -

（ ）

国立大学・高等専門学校が保有する練習船について、耐用年数の大幅な超過や機器の老朽化、女性乗船者のための設備及びスペースの確保といった課題に対応する必要があ
る。

令和6年度要求

-

-

-

-

　

　

(目)

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
60%

主な増減理由（・要望額・予備費）

160%

令和6年度要求

事業概要URL
-

(項)令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

141%

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 100% 100%

2023 文科 22 0165

文部科学省

政策 ４．個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

国立大学・高等専門学校が行う船舶の建造に要する経費に対して補助を行い、もって大学・高等専門学校の教育研究に対する国民の要請にこたえるとともに、我が国の高等教育
及び学術研究の水準の向上と均衡ある発展を図る。

専門教育課
専門教育課長
梅原　弘史

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

国立大学法人法第35条
独立行政法人通則法第46条
大学設置基準39条
海洋基本法第28条

関係する
計画、通知等

海洋基本計画（平成30年5月）

事業名 国立大学・高等専門学校における練習船の整備 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 4-1　大学などにおける教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221215-mxt_kanseisk01-000026547-16.pdf

定額
（補助対象：国立大学法人及び国立高等専門学校機構が行う船舶（練習船）の建造に要する経費）

平成16年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

3,926 -

補正予算（B) 3,987 4,547 3,926

5,106

5,106

令和5年度第1次補正予算

-

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 5,671 - - - -

4,437 8,265 5,548

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

国立大学・高等専門学校の事業運営に資するため、海上における実地の教育研究に必要な船舶の建造に係る経費を補助することにより、水産学、商船学など海上における実地
の教育研究が不可欠な分野の基盤の整備を図り、実践的な人材養成及び高度な学術研究を推進する。老朽化が進行した船舶は故障が頻発し、また、教育研究機器等の性能も
旧来のもので、安全な航海、円滑な教育研究に支障を来していることから、代船の建造を実施することにより、安全かつ円滑な教育研究環境を確保する。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 5,831 7,265 5,548

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

5,830 7,264 5,548 9,032

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲ 8,265 ▲ 5,548 ▲ 3,926 -

-



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 6,009 8,476 11,320

目標値 人 12,162 6,009 8,476

達成度 ％

老朽化が進行した練習船の代船建造 建造が完了した代船の数

成果実績 隻 - 2

-

十分な耐航性能と安全性を確保するための代船建造に必要な経費を措置する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

練習船を有する国立大学・国立高専への状況調査（文部科学省調べ）

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 機関

- -

1

活動目標 活動指標

1

年度

1 1

定量的な成果指標 単位

機関 1

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

老朽化が進行した船舶の代船建造
代船建造を実施する国立大
学・国立高専の数

活動実績

- 年度

水産学や商船学分野における実践的
な人材育成

練習船を利用した実習生数

達成度

単位 令和2年度

49.4

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

事業実施大学・高専への状況調査（文部科学省調べ）

令和2年度 令和3年度

141.1

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

1

-

-

-

新しく建造された練習船が、どれくらい人材育成に貢献したかを確認する。

-

133.6％

2

目標値 隻 2

200 200

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

1

各国立大学・高等専門学校が代船建造に取り組んだ結果、順調に工事が進み、着実に代船建造が行われたかを確認する。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

11 1

成果実績



-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-
事業に関連する

ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 147

備考

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 189

平成25年度 144

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

一者応札については、件数、金額ともに減少しているものの散見されるため、引き続き改善に向けて仕様内容や要件の見直しなどの改善に努めていく。また、事業
効果を適切に測るため、アウトカムを複数設定できるよう引き続き検討していく。

事業内容の一部改善

執行等改善

136

平成30年度 152

平成23年度 169

・船舶を使用した実地での教育研究を十全かつ安全に実践していくため、引き続き、各国立大学・高等専門学校の建造年数が高齢な実習船から計画的に代船建
造を行う必要がある。
・引き続き、建造後の実習船の効果的・効率的な活用を促す。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 136

平成29年度 139

令和3年度

平成27年度

令和2年度 文部科学省 0150

0162

令和4年度 2022 文科 21 0159

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0145

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

・代船建造を着実に実施するとともに、練習船を利用し
た実習生数についても、概ねコロナ禍前の水準まで確
保しおり、適切に事業を実施している。

点検結果

・令和元年度から建造している東京海洋大学「汐路丸」、神戸大学「深江丸」は計画どおり事
業が進捗し、令和３年度に完成した。また、令和２年度から建造している北海道大学「うしお
丸」、令和３年度から建造している大島商船高等専門学校「大島丸」も同様に、一部コロナ禍
の影響を受けつつも、概ね計画通りに事業が進捗し、令和４年度に完成した。
・現在、弓削商船高専「弓削丸」の建造を進めているところであり、竣工に向けて着実に計画
を実施していくこととしている。
・なお、経費の執行に関しては、事業年度毎に各大学、高等専門学校から提出される実績
報告書等において、支出先・使途を把握し、補助金の使用状況や事業目的との整合性につ
いて確認を行い、事業の適切な実施に努めている。

-

-

この事業は、一者応札となった契約が散見されることから、支出先の法人における契約の競争性・公平性・透明性の確保に関する取り組みについて、国として注視する必要があ
る。またアウトカムが複数段階設定できないとしているものについて、事業効果を適切に測るために複数設定できないか、引き続き検討されたい。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



　

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

船舶建造費 建造経費等 2,503

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」においてブ
ロックごとに最大の金額が
支出されている者について
記載する。費目と使途の双
方で実情が分かるように記

載）

A. B.

費　目 使　途

計 2,503 計

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

文部科学省
５，５４８百万円

国立大学・高等専門学校におけ
る海上での実地による教育研究
に必要な船舶の建造に係る経費
を補助する。

A.国立大学法人・国立
高等専門学校機構

（全３件）
５，５４８百万円

【補助】

国立大学・高等専門学校において
老朽、劣化した練習船の代船を
建造する。



支出先上位１０者リスト

A.

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
独立行政法人国立高等専門
学校機構

8010105000820 練習船「弓削丸」の建造 2,503 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- -

- - -

3 国立大学法人北海道大学 6430005004014 練習船「うしお丸」の建造 1,000 補助金等交付 -

2
独立行政法人国立高等専門
学校機構

8010105000820 練習船「大島丸」の建造 2,044 補助金等交付

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック


	行政事業レビューシート

